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週⾜⾊ マルーン
SMA200 パープル



EUR/USD WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 13本⽬
週⾜ 第2サイクル 26本⽬／19

35本 26本⽬

9⽉第1週となる4⽇の週は、⼤陰線となった。
まだまだ下⽬線での⾒⽅が必要な展開となる。
週⾜は継続と考えられ、起点割れも期待できるかも︖

45本 25本



EUR/USD DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 13本⽬
週⾜ 第2サイクル 26本⽬／19
HPC 第2サイクル 73本⽬／35

73本⽬

⽇⾜継続の可能性が⾼くなってきた。

56本

8⽇の⽇⾜はカラカサとなり、今後の下降が期待でき
る展開となる。⽶ドルが強い。
原油⾼が影響している様⼦。
このまま⽇⾜起点割れも視野に⼊れる必要がある。



EUR/USD 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

62本⽬

⽉⾜ 13本⽬
週⾜ 第2サイクル 26本⽬／19
HPC 第2サイクル 73本⽬／35
4HC 第6サイクル 62本⽬／18LT

85本

ファンダを考慮すると
まだまだ⽶ドル⾼と考えられる展開となった。
⽶国市場は求⼈数は減少しているものの
市場の環境としての指標発表後、⽶ドル⾼へ推移すること
が多い。
週⾜継続であれば、⽇⾜、4HCともに延⻑オーブとなる。

56本



EUR/USD 15M 202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

8⽇⾦曜⽇のチャートからは1時間⾜戻り⾼値となる1.0748を超えることはなく、
利確のための上昇と考えることが可能となる。
15分⾜では上⽬線となるが、⽶ドル離れより、ユーロ離れの⽅が強いと⾒ることができる。
⽶国市場の景況指数発表後はドル⾼となり、基軸通貨の勢いを感じることと
原油⾼により、産油国となる⽶国は強い状況と考えられる。
BOEのベイリー⽒が利上げストップを公⾔してから欧州離れという雰囲気が露呈した
チャートとなる。
⼀⽅、ECBのラガルド⽒は利上げを継続しているものの市場からの反応は薄く、
インフレ抑制のための利上げとなり、⽶国のような産油国と⽐較をすると弱い⽴場にある。
これもロシアとウクライナの戦争の影響が⼤きいと⾒ている。



EUR/USD VOLATILITY



DISCUSSION 20230910現在

• テクニカル的には、⽶ドル強く、下⽬線が濃厚となる。
• ⽇⾜70本を超えてきた都合上、LT（レフトトランスレーション）の起点
割れが考えられる。
• 週⾜の閉じるタイミングを考えながら、下位⾜での判断が必要となる。
• 1.0665の直近安値割れ、1.0634の⽇⾜起点割れが考えられる展
開となる。



ゆうろえん・どるえん・ぽんえん
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EUR/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／6

159.75を超えるのか︖
という上値リスクを警戒しつつ下⽬線で⾒ている。
ECBとBOJの⾦利の違いが如実に出ているように
感じている。

30本 15本 30本



EUR/JPY DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

31本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／6
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／24

39本

⽇⾜は後半と考えられ24本⽬トップの可能性が⾼そう。
157.75を⽇⾜トップとして考えると
下⽬線が濃厚となる展開となる。

57本



EUR/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／6
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／24
4HC 第3サイクル 74本⽬／32 or
4HC 第4サイクル 6本⽬／5

74本⽬
or
6本⽬71本

前4HCをLT（レフトトランスレーション）の起点割れなしと考えるか
まだ継続と考えるかで⼤きく異なる展開となる。
しかし、⽇⾜後半ということであり下⽬線を継続して考えたい。

112本 69本



EUR/JPY 15M 202309

⽇⾜MBまでの上昇後、下降となっている。
現時点では、4時間⾜MBと⽇⾜MBの間で攻防が繰り広げられている。
4時間⾜戻り⾼値を超えることができなかったので下⽬線を継続で考えている。



EUR/JPY VOLATILITY



USD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／34 
or
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9

9本⽬
or
34本⽬

週⾜34本⽬トップはイレギュラーと考えられるので
9本⽬の可能性が⾼い。
何もしなければドル⾼円安傾向で上昇すると考えられる。

17本



USD/JPY DAILY 202305-202309 ⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／34 
or
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9
⽇⾜ 第1 or 第4 41本⽬／40

41本⽬33本

⽇⾜第1か第4かは保留のまま。
⽇⾜第1の可能性が⾼い。
これ以上⾼値更新を⾏なっていくとHPCも視野に⼊れる
必要がある。
YCCを1％に変更した程度では、上⽬線が⾼くなる。
後は、⽶ドルの動向を掴む必要がありそう。

52本



USD/JPY 4H 202307-202309
4HCは、60本から80本と考えられている。

33本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第1サイクル 34本⽬／34 
or
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／9
⽇⾜ 第1 or 第4 41本⽬／40
4HC 第4サイクル 43本⽬／23

対⽶ドルでは円⾼に進む要素がないのが本⾳となる。
このまま上昇が継続すると
介⼊が予想され、キリ番辺りでの動きに注意が必要となる。
現状ではBOJの緩和維持ということから
ドル⾼・円安が継続することとなる。

61本 97本57本



USD/JPY 15M 202309

9⽉第1週も⽇⾜⾼値更新となり、円安傾向へ動いている。
4時間⾜MBも1時間⾜MBも上向きであり
押し⽬買いが基本となるチャートとなる。

9⽉13⽇21時30分に⽶国CPIが発表となるので
要注意となる。
どちらに動き出すのか︖
今週のテーマとなりそう。



USD/JPY VOLATILITY



GBP/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／5

7本⽬37本 24本 21本

9⽉第1週は陽線となるものの
⾼値切り下がり、安値切り下がりという展開となった。
ベイリー⽒の発⾔が⼤きく影響していると考えられる。

15本 29本



GBP/JPY DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／5
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／18

31本⽬

ベイリー⽒の発⾔以降、陰線となった。
8⽇⾦曜⽇は、利確のための上昇と考えられる。
そして、⽇⾜は後半となるので下⽬線で
チャートを考えたい。

49本 31本



GBP/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 7本⽬／5
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／18
4HC 第4サイクル 7本⽬／6

恐らく、183.05で閉じたと⾒ている。
現時点で4HC第4は4時間⾜MBへ当たっているので
下⽬線が考えられる展開となる。
4HC第3は、LT（レフトトランスレーション）であったので
4HC第4もLT（レフトトランスレーション）が期待できる。
4HC第4以降、4HC第5も期待できる展開となる。

60本121本



GBP/JPY VOLATILITY



おじえん・にゅうえん・
ちぇふえん・かなえん
相場環境認識・備忘録︕

20230910_作成
LICENSED BY NO BETRAY



AUD/JPY WEEKLY 2021-2023

16本

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／14

25本⽬

週⾜は後半となる。
9⽉第1週は、⾼値切り下がり、安値切り下がりの陽線となった。
迷い線（トンボ）とも考えられる。
週⾜MBで⽀えられて反転となっており、
このまま上昇で⾼値更新とは考えにくい。

24本 46本



AUD/JPY DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

31本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／14
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／2

49本

⽇⾜も後半となり、起点割れが必要な展開となるが
雲を跨いでレンジと考えられる。
上下にヒゲの⻑い8⽇⾦曜⽇のチャートとなるので
⾼値を待って下を考えたいところ。

43本



AUD/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

6本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／14
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／2
4HC 第3サイクル 6本⽬／5

4HC第3は、98.582起点と考えられる。
0.1 pipsで安値更新となったので8⽇⾦曜⽇が起点となった。
11⽇⽉曜⽇はゴトー⽇となるのでその後の展開に注意したい。

88本92本



AUD/JPY 15M 202309
1時間⾜の戻り⾼値で⽌められて下降してる様⼦。
15分⾜は下⽬線となるが、94.3や94.4辺りが
戻り⾼値となるので11⽇ゴトー⽇の動きで
上昇するか否かを確認したい。
94.0には節⽬となるラインがあり
抜け落ちると下降トレンドとなるかも︖



AUD/JPY VOLATILITY



NZD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

9⽉第1週は、⾼値切り下がり、安値切り下がりの陽線となった。
週⾜MBに⽀えられて上昇しているが、伸び⽅には勢いがないと
考えられる。
週⾜後半となるので下⽬線が濃厚な展開となる。

25本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／16

45本 26本



NZD/JPY DAILY 202305-202309
概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

31本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／16
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／3

雲の中での先週となった。
そして、⽇⾜トレンドラインで⽀えられ、
ヒゲで上抜けはするもののローソク⾜実体は
収まっているように⾒える。
11⽇⽉曜⽇はゴトー⽇となるので
上昇の勢い次第でどこまで上昇するかがポイントとなりそう。

50本 30本



NZD/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／16
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／3
4HC 第3サイクル 22本⽬／21

22本⽬

11⽇⽉曜⽇の週は、⽇⾜トレンドラインで
⽀えられて上昇するのか︖それとも、
⼀気に下降してLT（レフトトランスレーション）を
形成するのかがポイントとなりそう。

68本97本

中国への農産物輸出に伴い、中国経済に⼤きく影響を受ける。中国は恒⼤集団の影響によ
り経済が破綻している都合上、輸出国となるNZDへの影響が⼤きい



NZD/JPY 15M 202309

1時間⾜の押し安値が86.72
15分⾜の戻り⾼値が87.06と考えられ、
86.92も気になるラインとなる。
11⽇⽉曜⽇の東京市場で⽇⾜トレンドラインを割り込ん
で下へ潜ってくると下⽬線が強くなりそう。



NZD/JPY VOLATILITY



CHF/JPY DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

43本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／8
⽇⾜ 第1サイクル 43本⽬／36

45本

⽇⾜後半となり、⽇⾜MBの下で推移するようになってきた。
このまま⾼値圏での動きが継続されるとHPCの可能性も
視野に⼊れる必要がある。

39本



CHF/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

33本⽬

⽉⾜ 9本⽬
週⾜ 第2サイクル 9本⽬／8
⽇⾜ 第1サイクル 43本⽬／36
4HC 第4サイクル 33本⽬／14

59本

164.04を4HC起点と考え、4HC第4と⾒ている。
4HC第3がLT（レフトトランスレーション）であったので
4HC第4もLT（レフトトランスレーション）の可能性が⾼い。
4時間⾜での下降トレンドラインを引くと⽇⾜MBがちょうどか
かってくる状況となる。
11⽇⽉曜⽇がゴトー⽇となるので
東京市場には注⽬したいところとなる。

95本



CHF/JPY VOLATILITY



CAD/JPY DAILY 202305-202309 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

31本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／15
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／28

⽇⾜⾼値更新となり、
RT（ライトトランスレーション）が想定できる。
起点割れとはならないものの
薄い雲を狙って下降する可能性は⾼い。

43本49本



CAD/JPY 4H 202307-202309 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

6本⽬

4HC第1が異常に⻑いので
どこかで閉じていると判断して4HC第4とした。
⽇⾜トップとなる108.53を⽉曜⽇の東京市場は
狙っていく展開と⾒ている。
その後、届かずに下降した場合、右肩下がりの
ダブルトップというイメージを持っている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 25本⽬／15
⽇⾜ 第3サイクル 31本⽬／28
4HC 第4サイクル 6本⽬／5

112本 69本



CAD/JPY VOLATILITY



ご質問はなんなりとお尋ねください。
できる限りでお答えいたします。

共に学びたい⽅は、ご連絡くださいませ。
【い・ろ・は・組（１６８）_2】
https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239

お問い合わせは下記まで。

bibouroku@fukuyama-syo.com

LICENSED BY NO BETRAY

https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239
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